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会　長　 馬 場　康 次

山内の明日に貢献できる
組織をめざして

　4月21日、山内地域市民センター（山内公民館）におい
て、昨年よりの準備委員さん、本年度区役員さん、約100人
の出席の下、山内自治振興会設立総会が開催されました。
　午後8時より、東日本大震災の犠牲者への黙祷に始ま
り、中嶋市長の祝辞、設立までの経過を報告、その後議長に
黒川善雄氏（笹路区）を選出し、設立総会の5議案を満場一
致で承認されました。

　この度山内自治振興会の設立を
期して会長をおおせつかりました。
　この山内自治振興会が住民自治
の新しい組織として「自治振興会
ができて良かった！」「山内の自治
振興会てやるやないか！」と言っ
ていただける様、運営委員一同刻
苦精励いたす所存です。宜しくお
願い申し上げます。

　山内自治振興会の組織は、ご心
配をいただいた「人が少ないのに
これ以上組織と役職を増やしてど
うするのか」という声に呼応して
『山内方式』をもって出発をいたし
ました。運営いただく61名の委員
の皆さん一人ひとりの負担を出来
る限り少なくする為に「一人一事
業」に特化します。任期中は各事業

の中から、一つの事業だけを担当
委員の一人としてやっていただい
たらよいという方式にしました。
　誰もが運営委員として努めるこ
とができる、この体制こそがこれ
からの山内を広域でカバーしてい
く為の大原則だと思っております。
そしてホームページ開設や鳥獣害
対策では、ボランティアで20代の
若者達や経験豊かなご年配の方々
がグループを組んでご協力をいた
だいております。
　山内自治会振興会が山内の明日
に貢献できる組織として成長でき
ます様、皆様のご指導、ご協力を宜
しくお願い申し上げます。
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は、昨年10月の自治振興会設立準
備時より山内の皆様にお世話になっ

ており、4月より常勤で勤務することとなり
ました。
　最近は、地域の皆様との交流も増え、セ
ンターにお越しになられる皆様の穏やかで
温かい愛情を日々感じながら、毎日楽しく
仕事をさせていただいています。
　住まいは北土山で、15歳の息子がいま
す。最近は、家庭菜園にはまっていて、夏野
菜の成長を日々楽しく観察しています。
　市民センターの仕事の中には、地域のパ
トロールもありますので、皆様のお家の近く
や庭先まで行かせていただくこともありま
すが、地域の重要課題となっている猿や鹿
の出没と間違わないでください。どちらか
と言うと、私は有害鳥獣ではなく無害珍獣
に属するかも…（谷）

月1日から山内地域市民センターに
勤務しています。

　住まいは甲賀町で3人の息子のお母ちゃ
んです。こう見えて実はバイクの免許を持
っています。若い頃は遠くまでツーリングへ
行ってましたが、今では自転車しか乗れませ
ん…。趣味は、山登りとスイーツの食べ歩き
です。
　不慣れで皆さんにご迷惑をかけています
が早く慣れて頑張りたいと思いますのでよ
ろしくお願い致します。（森口）

　春の設立総会から2ヶ月。夏になっ
てようやく創刊号を発行することが
できました。ご協力いただきました皆
様ありがとうございました。年2回発
行で、次号は1月の予定です。ご寄稿、
ご意見等お寄せ下さい。            （M）

やまうちって

堀ノ内一恵

人権の窓人権の窓

当日受付

市長も駆けつけ
お祝いのことば

当日受付

市長も駆けつけ
お祝いのことば

来賓の皆様来賓の皆様

山内エコクラブメンバー
水口町在住

どんなとこ？
やまうちって
どんなとこ？

　前からよく土山町に遊びに来ていた私たち親子で
すが、縁あって山エコ（＝山内エコクラブ）の活動に
参加するようになって、前よりも山内が好きになり
ました。
　昨年参加させてもらった「ふれあいコンサート」で
は、子どもたちはジャンボ絵本を披露し、堂々と、そ
して生き生きしていました。また、子どもたちを支え
るスタッフや地元の方の応援もとても温かく、パワーある地域だなという印
象を受けました。
　そして、山内に伝わる生活の知恵や文化。そこからは、自然全てに尊敬と感
謝の念を持ち、自然を大切に守ってきた人々の姿を感じることができます。山
エコの子どもたちも絵本発表や狂言等を通じて、山内内外に、また、未来へと
伝えていこうとがんばっています。
　さまざまな生き物が豊かに息づく山内、今後も自然環境と地場産業とが共
存しながら、山内の魅力を外へ発信し、活気ある地域をめざして欲しいと思い
ます。私たちも将来に向かって一緒に応援していけたらと思います。

渡り鳥に学ぶ…♪ヒュ－ルリ～ヒュ－ルリ～ララ♪
渡り鳥は何千キロという長い距離を群れを成して飛び続けます。強い鳥は先頭
を飛び、弱い鳥は群れの中に入れて飛びます。決して弱い鳥を見捨てることはせず、
仲間が離れることはありません。また、先頭の強い鳥が疲れてきたら、後ろの鳥
が先頭を交代して群れを引っ張ります。
渡り鳥が群れを成す理由は、群れとなることにより群れ全体が大きな翼となり、
先頭の強い鳥も中の弱い鳥も皆が楽に飛行できるようになるからです。
つまり、力の強弱や体の大小に関わらず、一羽一羽がそれぞれの大切な役割を
担って頑張り、その頑張りは一羽の力の何百倍や何千倍となることを知っている
からです。
こんな渡り鳥ってすごいと思いませんか！互いの違いを認め合い助け合って、
それぞれの役割を認識し仲間を大切にしています。
人間社会と鳥たちの社会は異なる
かもしれませんが、時として、人は
自分の地位や立場、また、日常の慌
ただしさなどから、つい相手の立場
や役割を考えられなくなる時があり
ます。このような時に、人の心の痛
みをわからなかったり、何気なく人
を傷つける発言、つまり、「人権侵害」
や「人権問題」が起こるのではない
でしょうか？
山内自治振興会は、この渡り鳥の
ようにそれぞれの地域の特色や人と
人とのつながりを大切にしながら、
広域的に山内の抱える諸問題に取り
組ませていただきます。
今回の人権の窓は「渡り鳥」から
学ばせていただきました。「渡り鳥さ
ん、どうもありがとうございました。」

                 （T）

はじめまして！

谷　　綾子さん 森口　　泉さん

私
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シリーズ

5月10日付の毎日新聞滋賀版に
山内自治振興会の設立と、山内地
域市民センターが紹介されました。
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出　発　! みんなが生き生きと輝いて暮らせる
ふるさとづくりを目指して

事業部別・班メンバー紹介（3つの部会がいくつかの班に分かれて事業を推進します。）山内自治振興会理事
（任期/平成23年4月21日～平成25年4月20日）

役　　職 氏　　　　名

会　　　長

副　会　長

副　会　長

副　会　長

会　　　計

地域福祉部会長

安心環境部会長

山内夢づくり部会長

事業交付金委員会委員長

監　　　事

監　　　事

馬場　康次

田権榮門（事務局長）

馬場　重夫

土山　宏樹（山内学区区長会長）

林　　悦子

平子　忠擴

筒井　和夫

松岡　寅雄

土山　宏樹

片山　弘宗

竜王　秀眞
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山内学区民運動会

鳥獣害対策事業

美しい里山再生事業地域消防器具安全点検事業 美しい里山再生事業地域消防器具安全点検事業

北岡　明乃（黒滝）・藤岡美登江（上の平）・松岡　寅雄（中之組）
村木すみ子（川西）・林　　悦子（市場）・橋本　則子（猪鼻）
八夫　絹子（笹路）・西村　尚美（山中）
北林　俊也（山女原集落排水組合）・平子　忠擴（民生委員）
馬場　勝子（福祉推進員）・杉本　里美（健康推進員）
米倉かつ代（更生保護女性会）・平子美智枝（日赤奉仕団）

筒井　和夫（山女原）・岡田　和男（山内老人クラブ）
（鳥獣害対策ボランティアグループ）
谷口　　悟・平子　幸男・馬場　　滿・中本　武次
平子　忠擴・小島　昭生・土山　　猛・田村　　基
服部　長夫

太田　新吾（山中）・宮坂　末男（山内財産区）

儀賀　寿春（猪鼻）・黒田　浩二（黒滝）・岡田　泰裕（上の平）
谷口　　修（中之組）・馬場　重夫（川西）・松岡　政敏（市場）
黒川　昌明（笹路）・筒井　和夫（山女原）
小林　伸一（消防第二分団）

北岡　　規（体育振興委員）
山内の子供を育てる会・山内子供会

　昨年まで区長会主催でしたが、本年度より自治振興会
の主催で開催します。

　本年度は山内北、中、南において捕獲用おりを1基ず
つ購入します。そして、捕獲用おりを設置できる免許取
得をボランティアさんにお願いし、甲賀市猟友会土山支
部と連携して鳥獣害対策を進めます。

　人家や農地に近い山林を集団化し、間伐作業により整
備を行います。自治振興会は山主の事業参加の取りまと
めを行い、甲賀森林組合が施業と補助金申請を担当しま
す。事業終了後、作業道を遊歩道に利用し公園として活
用していく予定です。

会報誌・広報

松岡　寅雄（中之組）・井上　直喜（山内小PTA）
林　　初広（山内スポ少）・竜王みゆき（山内エコクラブ）

　年2回会報誌の発行を通じて活動報告を行います。

　若者が山内の歴史や
伝統文化を伝承してい
こうと取り組んでいる
団体等を育成していく
ために応援します。

林口　富雄（山中）・藤岡　隆明（上の平）
増山　茂美（猪鼻）・丸田香寿美（山女原）
林　　広美（農業改良組合）
澤田　武文（山内南ふれあいの里）
黒川　善雄（山内農作業受託組合）

安村　弘美（黒滝）

土山　道雄（笹路）
赤岡　政幸（山内保育所保護者会）
（ホームページボランティアグループ）
岸上　真二・野尻　悟司
仲野　崇宏・吉田　孝則

　ホームページを通じて山内の
情報を発信して行きます。

　休耕田等を活かした資源の再生材料
を提供していきたいと思います。

　消防団と共に各区設置の消防器具の点検を行います。

　本年度より区長会と自治振興会の共催
で開催します。

馬場文治郎
（山内ゲートボール連盟）
　やまびこドームの
委託管理を行います。

竜王　真紀（中之組）・中嶋貴一郎（市場）
黒川　昌明（笹路）・谷川　重喜（山内小同窓会）
服部喜久典（六友会）・北岡　勇一（NPOぬくもり）

高齢者の知識、知恵、技術を永く伝承して、
地域の宝物として保存していきます。その
為の人材バンクを設立します。

馬場　重雄（山内グランドゴルフ協会）

林口　秀雄（山内人推協）

　本年度より区長会と自治振興会の共催と
なったグランドゴルフ大会が、今年も6月5
日、宮の下広場で開催されました。年齢に関係
なく楽しめる為、小学生から70代の方まで、
約150人の参加者が、和気あいあいとプレー
を楽しみました。

馬場　勝子（福祉推進員）

　本年度より民生委員児童委員と自治振
興会の共催で行います。

　会報誌などを通じて人
権啓発活動を行います。

やまびこドーム
管理業務委託事業

山内の名人発掘事業

山内ふれあいサロン）山内学区民運動会

やまびこドーム
管理業務委託事業 人権尊重人権尊重

山内の名人発掘事業

山内ふれあいサロン

ホームページ開設

山内敬老会 鳥獣害対策事業

会報誌・広報

ホームページ開設

山内敬老会
（地域福祉部会管轄）

（安心環境部会管轄）

（区長会共催）

（区長会共催）

（民生委員児童委員共催）

▲5月18日/ボランティアさんを交えた第1回会議

▲5月19日/第1回編集会議

▼5月18日/市農業振興課の
　前田さんを招いて第1回会議

▲6月8日/立命館大学教授
　金井萬造先生をお招きし、
　第1回打ち合わせ会議

▲6月25日/市農業委員会事務局の松井さん
　に同行いただき山内学区内の耕作放棄地
　を現地踏査しました。

グランドゴルフで世代間交流

　結果は以下の通りです。
●総合  優　勝　猪鼻区
　総合  準優勝　川西区
●30歳未満  優　勝　猪鼻区
　　　〃　　準優勝　山女原区・川西区
●60歳以下  優　勝　猪鼻区
　　　〃　　準優勝　黒滝区
●60歳以上  優　勝　黒滝区
　　　〃　　準優勝　市場区

山内学区民球技大会山内学区民球技大会
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5月22日/ボランティアさんを
交えて第1回会議

ふるさと資源活性化事業ふるさと資源活性化事業

6月19日/川西区では安全点検と
防火訓練が行われました。

四季彩の郷若者育成事業四季彩の郷若者育成事業


